








令和６年 令和５年 増△減 令和６年 令和５年 増△減

26 27 △ 1 330 377 △ 47

16 15 1 235 214 21

3 5 △ 2 30 42 △ 12

7 7 65 121 △ 56

346 187 159 3,852 4,013 △ 161

1 △ 1 17 7 10

5 1 4 64 58 6

4 5 △ 1 56 61 △ 5

3 1 2 45 70 △ 25

3 1 2 43 43

2 2 32 30 2

2 2 15 11 4

12 16 △ 4 139 162 △ 23

9,072 8,660 412 123,273 116,999 6,274

6,240 5,902 338 86,958 82,488 4,470

315 336 △ 21 4,423 4,223 200

1,582 1,528 54 22,493 21,189 1,304

935 894 41 9,399 9,099 300

種　別 件　数

急　病 1,002

交通事故 51

一般負傷 249

その他 158

6月29日 名瀬町 共同住宅居室内のソファーベッド及び雑物若干焼損

6月27日 秋葉町 共同住宅居室内の冷風機及び周辺物品焼損、天井及び壁各若干焼損

6月27日 戸塚町 飲食店敷地内において排気用機器の木製カバー若干焼損

6月1日 小雀町 住宅敷地内の伐採木１立方メートル、廃タイヤ３本焼損

6月12日 柏尾町 公園内において数枚の紙及びクリアファイルが焼損

※ 数値は速報のため、変更することがあります。

令和６年６月中の戸塚区内火災・救急状況
　火　災　５　件 救急　1,460　件

発生日 発生場所 概　　　要

救急
種別

急病

救急
種別

急病

交通事故 交通事故

一般負傷 一般負傷

その他 その他

電気機器 ストーブ

その他 その他

救急出場件数 救急出場件数

主な
出火
原因

放火（疑い含む）

主な
出火
原因

たばこ

こんろ 放火（疑い含む）

ストーブ こんろ

配線器具 電気機器

損害
程度

焼損床面積（㎡）

損害
程度

焼損床面積（㎡）

死者 死者

負傷者 負傷者

船舶 船舶

航空機 航空機

その他 その他

火災件数 火災件数

火災
種別

建物

火災
種別

建物

林野 林野

車両 車両

火災・救急状況（令和６年）
　　戸塚消防署(令和６年６月30日現在)

区分／年別
戸塚区

区分／年別
横浜市

６ 月

5 △ 3

平戸地区 1 1 0 合計 26 28 △ 2

東戸塚地区 1 2 △ 1 その他 2

3 △ 1

柏尾地区 3 0 3 吉田矢部地区 1 1 0

川上地区 2 0 2 下倉田地区 2

1 △ 1

舞岡地区 2 0 2 上倉田地区 0 1 △ 1

北汲沢地区 1 0 1 汲沢地区 0

2 0

踊場地区 0 3 △ 3 大正地区 5 6 △ 1

戸塚第三地区 0 1 △ 1 名瀬地区 2

0 0

戸塚第二地区 2 1 1 上矢部地区 1 1 0

戸塚第一地区 1 0 1 平戸平和台地区 0

令和６年 令和５年 増△減

連合町内会別火災発生状況

連合/年別 令和６年 令和５年 増△減 連合/年別

令和６年



戸塚消防署 総務・予防課 ０４５－８８１－０１１９

戸塚消防署からのおしらせ
『エフエム戸塚』で１日３回(各５分)
防災インフォメーションとして、防火対策や予防救急等について
情報発信を行っています。

周波数は８３.７㎒

専用アプリで聴取可能

レディモ

配信日 配信内容

７月16日～ 水の事故、花火する際の注意事項について

８月１日～ 防火・防災訓練への参加、救命講習等について

８月16日～ 初期消火方法、避難、通報について

９月１日～ 予防救急、適正利用について

９月16日～ 救急需要対策『net119・映像119』について

上半期スケジュール
10：55～
14：55～
20：55～

※ 場合によっては配信内容が変更になることがあります。

住宅用火災警報器の点検・交換を行いましょう。
点検方法
・ボタン押すorひもを引く

音声などが流れない場合は故障とみなし、
電池や機器の取り換えを行いましょう。

寿命は10年



○ 令和６年度４月分・５月分戸塚区燃やすごみ量実績（速報値）について 
 

４月分の燃やすごみ量は、昨年度の同時期に比べ2.7％増加しました。 
５月分の燃やすごみ量は、昨年度の同時期に比べ4.2％減少しました。 

 
【戸塚区】家庭系燃やすごみ量（４月分） 

 燃やすごみ量（ton） 原単位（g/人・日） 

令和６年度４月分 ３，３８４．９ ３９９．５ 

 前年度差 90.1（2.7％） 11.6（3.0％） 

令和５年度４月分 ３，２９４．８ ３８７．９ 
 

【戸塚区】家庭系燃やすごみ量（５月分） 
 燃やすごみ量（ton） 原単位（g/人・日） 

令和６年度５月分 ３，３１４．４ ３７８．１ 

 前年度差 △143.6（△4.2％） △15.6（△4.0％） 

令和５年度５月分 ３，４５８．０ ３９３．７ 

 
【戸塚区】家庭系燃やすごみ量（４月分～５月分累計） 

 燃やすごみ量（ton） 原単位（g/人・日） 

令和６年度４～５月分累計 ６，６９９．３ ３８８．６ 

 前年度差 △53.5（△0.8％） △2.2（△0.6％） 

令和５年度４～５月分累計 ６，７５２．８ ３９０．８ 
 

 

 

問合せ： 戸塚区地域振興課資源化推進担当 TEL 866-8411 

令和５年度戸塚区におけるごみと資源の総量 
令和５年度の戸塚区におけるごみと資源の総量は56,033トンで、その原単位は542グラム／

人・日でした。令和４年度と比べると総量が2,303トン（3.9％）減少しました。 

また、今年１月に策定した横浜市一般廃棄物処理基本計画「ヨコハマ プラ5.3（ごみ）計画」

の前計画である「ヨコハマ３Ｒ夢プラン」では、ごみと資源の総量を令和７（2025）年度まで

に平成21（2009）年度比で10％以上削減することを目標としていましたが、令和５年度と平成

21年度を比べると総量で9,551トン（14.6％）、原単位で115グラム（17.5％）減少しており、

前倒しで目標を大幅に上回る削減となっています。 

ごみと資源の総量がこのように減少したのは、区民の皆様が日々の生活の中でごみの減量に

御協力くださったことの表れです。どうもありがとうございます。 

今後は、「ヨコハマ プラ5.3（ごみ）計画」の目標である「燃やすごみに含まれるプラスチ

ックごみの量 １人あたり5.3kg／年の削減」に向け、一層の御協力をお願いいたします。 

ごみと資源の総量・原単位 

年度 ごみと資源の総量(ﾄﾝ) 原単位(ｸﾞﾗﾑ/人・日) 

令和５(2023)年度速報値 56,033 542 

令和４(2022)年度確定値 58,336 564 
令和４(2022)年度との差 △2,303(△3.9%) 21(△3.8%) 
平成 21(2009)年度確定値 65,584 657 
平成 21(2009)年度との差 △9,551(△14.6%) △115(△17.5%) 

 ※令和５年度は速報値で、令和６年 10 月頃に確定値が出ます。 
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